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■2016 年度 事業報告               

●印は年度当初計画、▼印は成果と課題 

 

[プロローグ] 

   

●エイブル・アート・ムーブメント  

５つの領域をもとにした組織の中長期計画、策定の年に！ 

 

◎2015 年度に事務局・会員の有志によりパンフレットを作成しました。 

改めて組織の歴史に学び、そのミッションを受け継ぎつつ新しい組織の役割を模索していきます。 

 

《Empowerment 可能性を広げる》 

障害のある人の可能性を発見し、それらを生かすことのできる新たな環境づくりを提案します。誰もが自

分らしく活躍できる社会づくりをすすめます。 

 

《Create つくりだす》 

さまざまな立場の人やグループ・団体が出会い、交流する機会をつくり、社会変革につながる共感や感動

を生み出します。障害のある人によるアートを基軸としながら、今の社会に求められる新たな価値を創造

します。 

 

《Network つなぐ・つながる》 

障害のある人たちとエイブル・アート・ムーブメントに興味のある個人、福祉施設、NPO、芸術文化関係

者・団体、教育関係者・団体、行政、企業、地域コミュニティなどをつなぎ、未来を切り開くためのネッ

トワークを構築します。 

 

《Access 参加する》 

さまざまなバックグラウンドをもつ人たちが、身近なものとしてアート活動に参加する・アートを鑑賞す

る・アートにまつわる情報を不自由なく得ることのできる仕組みを整えます。 

 

《Advocacy 支援する》 

障害のある人たちとともに歩むことによって生まれる新たな価値を社会に発信し、一人ひとりの想いを社

会に発信し、一人ひとりの想いを具体化します。アートを通じて、誰もがより多くの選択肢のなかからそ

の人らしい生き方を選ぶことができるようサポートします。 
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法人化 5年目を迎える 2016 年度。次の 3つの行動を実践！ 

 

●アクション１ 

事業性を重視；具体的な 2016 年度の事業 

  領域 2016 年度の力点 

可
能
性
を
広
げ
る 

 
 
 
 
 
 

E
m
p
o
w
er
m
e
nt 

 

１）Create つくりだす 

 

A/A カンパニー著作権使用、A/Ashop 事業、モノづくりサロン

（勉強会＋販売）、ＧＪ！プロジェクト（展示会やアワード事

業） 

２）Network  

  つなぐ・つながる 

広報業務、データベースを活用したマーケティング、アート

とソーシャルデザインフォーラム、スタディツアー 

３）Advocacy 支援する 

 

 

障害のある人の芸術活動支援の相談業務、ＧＪ！プロジェク

ト（行政やＮＰＯとの企画開発＠関東および東北）、メイク

講座（関東・全国展開） 

特記 

 

・全国障害者アート公募展すみだ（①公募事業②展覧会③墨

田区福祉教育連携ワークショップ） 

・2020 オリンピック・パラリンピック関連事業への参加 

 

●アクション２ 

運動性を重視：会員、理事、ボランティアとの協働により実践！ 

  領域 2016 年度の力点 

Access 

参加する 

・会員を増やす・寄付を増やす 

・A/Agallery の活用（企画持ち込み・運営） 

・スタジオ事業をインターンで運営していける形態に 

・企画制作事業～モノづくりサロン、鑑賞支援事業、てつが

くカフェ等 

・「アートとソーシャルデザイン」フォーラムのネットワー

クをもとにしたスタディツアーや交流を促す事業への協力 

特記 

 

東北における基盤整備事業～障害者の芸術活動支援モデル事

業から現地のコミュニティによる団体設立へ 

 

●アクション３ 

常勤３名：5年で事業規模 5,000 万規模に！ 

・自主事業 60％（3,000 万） 

・受託事業 40％（2,000 万） 

----------------------------- 

5,000 万（人件費 1,500 万） 

 

◎自ら考え、行動し、新しい組織文化をつくるチーム体制をめざします。これまでの事務局は、当法

人の設立に関わった一般財団法人たんぽぽの家から出向してきた立場でした。5年間で事業規模を

5,000 万規模にし、常勤 3名のスタッフを雇用できる組織にしていきます。 
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【スタッフ体制】 

 

●東京事務局 

 

・疋田祥世（常勤） 

2012 年聖心女子大学文学部を卒業後、広告制作会社に勤務。ライターとしてウェブマガジンやパンフレット

の制作に携わる。独立後、持続可能な社会づくりに関するライティングを続けながら、NPO 法人エイブル・

アート・ジャパン東京事務局に勤務。主に、広報業務に携わる。 

▼8 月 1日より傷病のため休職、9月末付で退職。ボランティアとして関わりを継続中。 

 

・中塚翔子（常勤） 

Good Job! センター所属・東京勤務スタッフ。（一財）たんぽぽの家より出向（2016 年７月より） 

 

・内野悦子（非常勤） 

2015 年９月より東京・東北事務局の経理、労務をサポート。 

 

・長香誉（非常勤） 

▼9 月 1 日よりアルバイトとして雇用。全国障害者アート公募展「みんな北斎」（墨田区主催）を中心に事務

局の業務サポート。 

 

●東北事務局 

 

・武田和恵（常勤）（一財）たんぽぽの家より出向。 

東北芸術工科大学デザイン工学部卒業。学生の頃、障害のある人のアートに触れ、「障害のある人に関わり

たい!」という一心で山形市の福祉施設で働き始める。10 年務めた後、ケアとアートに関わりたいと発起

し、2012 年 4月から一般財団法人たんぽぽの家のスタッフとなり、東日本復興支援プロジェクトの東北現地

事務局として、被災地の障害のある人の仕事の復興支援に携わる。 

▼2016 年 1 月より傷病のため入院、4月退院、5月自宅療養＋リハビリ期間、6月週 4日勤務、7月 1日より

通常勤務。 

 

・佐々木えりな（非常勤） 

福祉と仕事の新しい関係を紹介する【Good Job!Document】(一般財団法人たんぽぽの家発行)に感銘を受

け、2014 年夏にエイブル・アート・ジャパン東北事務局を訪問。その後、福祉施設の商品開発事業、研修事

業、販売会をサポート。障害のある人の個性や潜在能力、また個性を発揮する環境づくりに関心がある。 

 

 

▼東北事務局、東京事務局でそれぞれ常勤 1名に傷病がでて、法人として予定していた事業を見直すことに

なった。すでに助成・委託を受けていた事業に体制を補充しながら、会員および関連する個人・団体が自分

たちの意志で活動する事業（例：スタジオ事業、モノづくりサロン、美術と手話等）は参加費・寄付収入・

助成金などで自主自律運営を行っていただいた。改めて NPO に集う人たちの自発性に感謝する年となった。 
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■事業内容 

[総務] 

１．会議等の業務 

（１）第６回通常総会の開催 

日時：2016 年６月 18 日(土)13：00～14：15 

会場：A/A gallery 内（東京都千代田区外神田 6-11-14 アーツ千代田 3331） 

● 2015 年度事業報告（案）・活動計算書決算（案）の承認 

● 2016 年度事業計画（案）・活動計算書予算（案）の承認 ほか 

（２）理事会の開催 

◎第 11 回：2016 年 5 月 20 日（金）18：30～20：30   

 会場：A/A gallery 内（東京都千代田区外神田 6-11-14 アーツ千代田 3331） 

● 2015 年度事業報告（案）・活動計算書決算（案）の承認 

● 2016 年度事業計画（案）・活動計算書予算（案）の承認 ほか 

◎第 12 回：2018 年 2 月 22 日（水）18：30～20：30  

 会場：A/A gallery 内（東京都千代田区外神田 6-11-14 アーツ千代田 3331） 

● 2016 年度事業および活動計算書の中間報告 

● 2017 年度事業の検討 

 

２．会員に対する業務 

● 会員の入会、継続、休会に伴う業務 

● 2015 年度事業報告・活動計算書および 2016 年度事業計画・活動計算書の送付 

● ニュースレターと事業案内を発送（年４回程度） 

 

３．経理などの業務 

● 資金管理として、現預金などの日常の管理状況を明らかにする。顧問契約は「よしとみパートナーズ

会計事務所（東京）」、事務員（非常勤）を雇用する。 

● 運営基盤の確立のために月次ごとの収支計画をたて、確実に遂行していく。 

● 税務に関する業務として、法人税や消費税、源泉徴収税等の税務関連の業務を行う。 

 

４．労務管理などの業務 

● 法人でスタッフを雇用する。給与規定に沿った賃金の支払、労災保険/雇用保険/社会保険/退職金共済

制度への加入をすすめる。 

● 法人に関連する業務を行うスタッフの労務面等において配慮する。 

 

５．総務関連などの業務 

● 業務運営に必要な届出業務を行う。 

● ＮＰＯ法人としての東京都への 2016 年度事業報告・活動計算書の提出（総会終了後、６月末日まで） 

● 当法人に依頼がある後援名義の借用等の検討と対応。 
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６．広報・寄付キャンペーンなどの業務 

● ウェブサイト、フェイスブック、データベースを活用した広報活動を行う。 

● 寄付キャンペーンの実施 

● データベースの活用：組織内で運用方法のルール化をすすめる。個人や団体に付属するカテゴリーの

整理、スタッフが名刺交換した人たちのデータの一元管理、寄付への呼びかけやキャンペーン案内、

セミナーや展覧会情報などの発信・申込み管理などを実施していく。 

 

 [企画事業] 

１．A/A gallery 事業 

◎ 方針 

Ａ.エイブル・アート・アワードの受賞者や原画販売を希望する作家等の原画販売 

Ｂ.エイブルアート・カンパニー／Ｇｏｏｄ Ｊｏｂ！事業のショールーム的機能をもたせた企画・販

売 

Ｃ.エイブル・アート・ムーブメントの発信拠点として重要なテーマの発信 

  「障害とアート」の多様性をみせる展示、「アートと社会」の関係性をみせる現代的なテーマなど 

Ｄ.会員および関連する個人・団体が多様な表現や試行を発信する場 

◎ 運営のサイクル 

・基本的には木・金・土・日にオープン。３週間～１カ月単位のサイクルを維持する。 

・貸し事業の際は、随時相談。 

・夏季休暇、年末年始休暇あり。 

 

●第 44 回企画展「YELLOW わらいあり、いびきあり、たまに手ぬきあり」 

会期：2016 年５月 12 日（木）～５月 29日（日） 

大阪府泉佐野市にある障害のある人のアートスペース「YELLOW」による、

原画販売を目的とした展示企画。東京での初めてのグループショウにな

り、以後、東京で YELLOW の展示会も活発化した。 

 

●第 45 回企画展「T-shirt collection 2016 楽園の島」 

会期：2016 年６月 23 日（木）～８月７日（日） 

共催：たんぽぽの家アートセンターHANA（奈良） 

全国の福祉施設からセレクトした T シャツとアクセサリーなどを取り

扱う展示販売会。アーツ千代田で開催するポコラート展と時期をあわ

せ、夏の催事として定着してきた。 

 

●FLAT 展 

会期：2016 年８月 26 日(金)～８月 28 日（日） 

企画：studio FLAT、協力：当法人 

既存の福祉を変え、新たな価値創生の原動力となる事を信じて、[FLAT]

というコンセプトを発信し続けている FLAT 展の開催。 
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●エイブルアート芸大展 

会期：2016 年 11 月３日（木）～11 月 20 日 

主催：エイブルアート芸術大学、協力：当法人 

2010 年からスタートしたエイブルアート芸術大学。障害のある人もない人

もココに集まって月 1回のペースで制作している。みんなの人生が凝縮さ

れた作品展。搬入搬出が自律的な運営になりつつある。 

 

●第 46 回企画展「ＺＯＯＭＯＲＡ」 

会期：2016 年 12 月 16 日（金）～１月 15 日（日） 

全国を巡回し好評を得てきた期間限定ショップ「HUMORA（ユーモラ）」。今

回のテーマは、ZOO！動物モチーフのへんてこカワイイアニマルグッズが

大集合として販売を実施。この企画は 3月に仙台パルコ、5月に京都伊勢

丹を巡回。 

 

●こどもアートプロジェクト「涼太と周平」 

会期：2017 年 2 月 17 日(金)～2 月 19 日(日)、2 月 24 日(金)～2 月 26 日

（日） 

主催：こどもアートプロジェクト、協力：当法人 

東京と浜松に在住のプランナー、アーティスト、デザイナー、ワークショ

ップディレクター、マーケッターが組み、障害のある表現者との融合的な

コラボレーションワークを実現しようと企画した展示会。ピックアップ・

アーティストは「結城周平」(東京)「生熊涼太」(浜松) 。 

 

●第 47 回企画展「HANA～毎日をちょこっとコンバート」 

会期：2017 年 2017 年３月 10日（金）～３月 26日（日） 

コンバートは「変換」の意味。たんぽぽの家アートセンターHANA（奈良）

のグループショウとして、荒井陸、富丸風香、中村真由美、前田考美の作

品を紹介。また、同時期に開催された「3331 Art Fair ‒Various 

Collectors' Prizes-」（３月 17 日（金）～ ３月 20 日）に A/A gallery

推薦作家として荒井陸、中村真由美の作品を出展。 

 

●FLAT 展 

会期：2017 年３月 31 日(金)～４月２日（日） 

企画：studio FLAT、協力：当法人 

 

▼成果・課題：studio FLAT（神奈川）、こどもアートプロジェクト（浜松）、エイブルアート芸大（東京）

など、会員および関連する個人・団体が多様な表現や試行を発信する場として活用された。しかし運営体

制がとれなかったこと、外部での展示会や催事が増えたことが起因し年間を通した A/Agallery の稼働率は

下がった。 

 



 

 

8 

２．A/A shop 事業 

  ● A/A gallery 事業と連動した商品を取り扱う。 

  ● セミナーに参加してきた関東・東北の福祉施設の商品の販売の機会をふやしていく。 

  ● Good Job!センターと連携して商品の仕入れ・販売を行っていく。 

A/A gallery でのＴシャツ展、ＺＯＯＭＯＲＡなどでの販売事業を継続。 

▼成果・課題：カンパニー関係の販売会は、売上の２割を手数料としていただく方針とした。 

 

３．エイブルアート・スタジオ事業 

◎ 方針 

Ａ.運営委員会による独立採算事業を実施する。 

Ｂ.セミナーやサロンなど、人が集う場や企画を実施する。 

 

（１）アトリエ活動 会場：アーツ千代田 3331 B105（レンタルスペース） 

▼成果・課題：芸大は参加登録者が 30人を超え会場がいっぱいになっているため、運営の方法を考える時 

期にきている。参加者自身による展示会の開催、交流会の開催などグループ活動は充実している。 

2016 年度、大学生のボランティアおよびインターンが増えたが、定着するのは年間で３名程度という傾向 

がある。 

 

（２）会員および関連団体による企画 協力：ＮＰＯ法人エイブル・アート・ジャパン 

▼成果・課題：てつがくカフェ＠せんだい×とうきょうは、運営チームの体制がとれず夏以降、休止中。 

 

４．エイブルアート・カンパニー事業  

◎ 方針 

・Good Job!センターへの事業の合流が検討されている。「アートを仕事につなげる」という理念はそのま

まに、関東・関西・福岡そして東北事務局の地域や人材の特性を考慮し、具体的な組織編成の作業に入

る。 

・コーズリレイティッドマーケティングに関わる著作権使用、商品販売の機会がふえつつある。アーティ

ストの作品の使用や環境づくりのＰＲとしてこの方法を学び、企業へ提案していく。 

・Good Job!センターでの商品流通の機能開設に伴い、業務フローを整備する。 

◎ 内容 

（１）基盤整備 

● 第 10 期カンパニーアーティスト、2016 年 5月に 10名デビュー。 

アトリエ・ポレポ

レ 

ファシリテーター 

サイモン順子さん 

毎月第 2、4土曜日  

13:30～17:00  

登録メンバー：25人 

年会費 5,000 円 1 回 2,500 円 

エイブルアート

芸術大学 

ファシリテーター 

中津川浩章さん 

毎月第 2日曜日午後  

14:00～17:00  

登録メンバー：30人 

年会費 3,000 円 1 回 2,500 円 

てつがくカフェ＠せんだい×

とうきょう 

主催：てつがくカフェ  ＠せん

だい×とうきょう実行委員会 

アーツ千代田 3331 内 

（2 カ月に一度開催） 
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2015 年秋の公募期間を経て、アパレル会社、百貨店、印刷会社、デザイナーなどをアドバイザーにむかえ

選考会を東京・関西事務局で開催。2016 年 5 月に 10 名がデビューし、登録作家数 104 人、登録作品総数

10,321 点となった。 

● ウェブサイトの改変と作家の活動紹介に取り組み、活動の広報や関係性づくりに力をいれる。 

● Good Job!センターへの事業の合流に際し、登録作家に対し説明および契約書の書き換えを実施。 

● AAJ が得たネットワークをカンパニーにつなぎ、収入につなげる。 

 

（２）著作権マネジメント 

● 2014年度から関西および東京事務局のスタッフがマーケット

リサーチを実施し、著作権使用部門の売上を伸ばす試みをしてい

る。使用した企業と継続したパートナーシップを結べるよう、日

常的な情報配信などに力をいれる。 

▼成果・課題：商品では千趣会、JAMMY、フェリシモなど。ノベル

ティ使用では、高島屋法人本部（ノベルティ使用）、ゆうちょ銀行

（ノベルティ使用）、内田洋行（ノベルティ使用）など。オリパラ

関連キャンペーンの広報と相乗してトヨタ自動車のラッピングカー、壁画などがある。東北施設の作

品を二次使用した武田薬品工業（企業内マルシェ）も。 

 

（３）商品販売・流通 

● Good Job!センターのチームと連携した業務フローの定着化。 

● 商品販売系の見本市出展。 

● ネットショップの改変。 

● 企業内マルシェへの出展、ノベルティ提案などを強化。 

地方の福祉施設の商品販売の機会をふやしていく。 

● 商品販売会の研修化 「仙台クラシックフェスティバル」。 

▼成果・課題：GJ!センター主催、AAJ 協力で期間限定ショップ

ZOOMORA＠パルコ仙台を実施。企業内販売では、三菱商事、住友商

事、トヨタ自動車など。復興マルシェで武田薬品工業。 

 

（４）メイク講座 

障害のある人のメイクや身だしなみを支援する、ハーバー研究所との共同開発事業で７年目の実施と

なる。      

● 定例講座「スキンケア&メイク講座」＠ハーバー銀座店 

・「基本のコース」/定員 10 名/年３回 

・「チャレンジコース」＊髪型やファッションについても学ぶ

ことができる/定員 5名/年３回 

● 出張講座：女性は「基本のスキンケア&メイク講座」、男

性は「基本の身だしなみ講座」 

就労支援系の福祉事業所のほか特別支援学校に出張して開催 

定員： 20 名程度/年 10 回（おおむね 3か月毎に 2～3団体） 
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● コーチング講座（新規）：福祉や医療の現場のケアラーを教育する新しい講座 

ジョブコーチや介護士などを対象。ハーバー研究所のビューティプロデューサーの質の高い講座のメソッ

ドを言語化・視覚化したテキストを活用し実施。定員：10名程度 

▼成果・課題：定例講座は、6月・7月・9月・10月・12月・3月に計６回開催：合計 41 名。出張講座は、

計 11 回開催：合計 221 名。詳細：7月 1 日（金）NPO 法人みんなの希望（千葉県茂原市）、8月 30 日（火）

障害者支援センター松ヶ丘園（神奈川県相模原市）、10 月 23 日（日）江南区福祉センターきらとぴあ（新

潟市）、12 月 21 日（水）（株）トランスコスモス・スクエア（東京都渋谷区）、１月 15 日（日）1 総合生涯学

習センター６階 第２研修室（大阪市）、1 月 23 日ひかり作業所（東京都狛江市）、2 月 21 日 NPO 法人 SUN(東京

都目黒区)、2月 22 日新宿区勤労者・仕事支援センター（東京都新宿区）、2月 28 日千葉県立八日市場特別

支援学校（千葉県八日市）、３月 9日（木）東京都立板橋特別支援学校（東京都板橋区） 

 

５．鑑賞支援事業 

● 美術館や NPO 団体からのウェブサイトへの情報掲載に対応（横浜市

市民ギャラリーあざみの、森美術館、視覚障害者とつくる美術鑑賞ワー

クショップ ほか）。 

● 会員による「美術と手話」の事業再開。委託のあった連携事業をサポ

ートしていく。 

▼成果・課題：2016 年４月より月１回の定例会議に参加し、聴覚障害の

ある人、手話通訳士、ミュージアムエデュケータ、当法人会員により運営している。 

・実績として、５月：東京都現代美術館（ギャラリートーク手話）、６月：東京都庭園美術館（エミール・ガ

レがもしも手話で職人に話したら）12月：同美術館（五感と想像力で歩く建築ツアー）、12 月：みんな北斎

（関連イベントの漫才の手話）、２月：美術と手話＠宮城県美術館（宮城の聴覚障害のグループとともに実

践/厚労省事業）。 

 

６．企画制作事業  

関東エリア 

（１）すみだ北斎美術館の開館に伴う障害者北斎アート展 （受託事業） 

・葛飾北斎のふるさと、東京都墨田区が主催する、全国障害者アート公募展

「みんな北斎」の企画・運営を受託。12 月の障害者週間にあわせて、12 月

９日（金）～11 日（日）の 3 日間、東京ソラマチのスペース 634 にて入賞作

品約 100 点を展示する展覧会を実施する。 

・すみだ北斎美術館の開館に伴う企画であることから、本公募は障害のある

人たちの絵を通じて北斎の魅力を再発見する機会を創出すると同時に、北斎

と障害のある人たちの作品を組み合わせることにより、表現すること楽

しさや人々の多様性を伝える内容とする。企画全体を通じて、障害のあ

る人たち自身が新しいものの捉え方を発見する機会を生み出す。 

・墨田区民の応募を促す企画として、夏休み期間にオープンワークショ

ップを開催する。 

 ● 全国障害者アート公募展「みんな北斎」  

 ・公募期間：2016 年６月 20日（月）～９月２日（金）（仮） 
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・放課後デイサービスセンター出前ワークショップ：2016 年６月１日（水）～７月 15 日（金）のなかで 2日 

 ・オープンワークショップ：2016 年７月 23 日（土）＠すみだ生涯学習 

センター 

・展示会：12月９日（金）～11 日（日）＠スペース 634（東京ソラマチ  5 階 11 番地）、表彰式：12月 10

日（土） 13:00～ 

主催：墨田区、企画・運営：NPO 法人エイブル・アート・ジャパン、協力：おおきな木、すみだクリエイタ

ーズクラブ、すみのわ 

▼成果・課題：墨田区の障害児者の芸術文化活動への参加促進を目標に、春夏の巡回ワークショップ、北

斎ヨガなどを通して、福祉施設や地元クリエイターとの連携がはじまった。 

・障害福祉課のチームと不足している資金獲得および企業とのネットワーク化に向けて活動し、地元企

業とのつながりが生まれた。 

・地域の活動と並行し、全国的に公募展を PR。結果、応募者 975 人、応募作品 1,514 点。１次審査、２次審

査を経て入選作品 98 点。展示会は３日間で 3,130 人。表彰式には、墨田区の入選者のほか全国からの入賞

者（招待者）および墨田区長、墨田区議会関係者、協賛企業の方が多数参加。法人の総合力を活用し、大

きな盛り上がりと財産になった。 

・展示会後の成果として、ユニバーサルアートフェスティバルすみだ（東京新聞主催）へ入選作品出展、

2017 年度より墨田区が芸術文化活動支援に新規予算化など、地域の活動や作家の活躍のサイクルが生まれは

じめている。 

 

（２）ネクスト・リンク・プロジェクト 

エイブル・アート・ジャパンは、障害のある人のアートを軸とする幅広いネットワークを有している。 

そこで本年度から、20 年以上育まれてきたこのネットワークをさらに強化し、新たな人脈を取り入れ、新た

な価値を創造し、社会に還元する自主事業「ネクスト・リンク・プロジェクト」を展開していく。障害のあ

る人たちの可能性を広げる社会の機運を生み出したい。 

▼成果・課題：職員体制により活動を延期。アーツカウンシル東京「芸術文化による社会支援」は 2016 年

10 月～2017 年９月期の助成決定のため、４月以降で研究会とフォーラムを開催予定。 

 

（３）モノづくりサロン 2016 

2013 年度より実施してきた、関東の施設職員を対象とするプログラムを継

続。 

2015 年度参加者報告会＆交流会：６月 25 日（土） 

５回連続講座：７月 30 日（土）、８月 20 日（土）、９月 24 日（土）、10 月

29 日（土）、11月 26 日（土）、各回 14：00～17：00 

主催：モノづくりサロン実行委員会（デザイナー：前川亜希子さん、コミ

ュニケーションデザイナー：加藤未礼さん、編集者：河原由香里さん、NPO 法人エイブル・アート・ジャパ

ン） 

2016 年中央ろうきん助成プログラム 

▼成果・課題：上記５回講座に加え、１月に食品表示のコンプライアンス研修（日清製粉株式会社より社員

派遣）、２月にディスプレイ講座を実施した。4年間の開催により、東京都を中心に約 100 団体の福祉施設と

出会いネットワークを築くことにつながっている。 
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東北エリア 

（４）Good Job!東北プロジェクト（案件ごとに助成金・受託） 

東日本大震災以降の東北の活動支援事業として、デザインプロダクトの開

発支援、人材育成事業、団体ごとのニーズに応じた支援活動を実施。 

● 仙台国際音楽コンクールおよび仙台クラシックフェスティバルへの

出展および公式グッズ開発事業 

仙台市で開催されるふたつのクラシックイベントに合わせ、商品を開発し

販売する市場化プロジェクト。2013 年より、障害のある人や福祉施設職

員とともに“クラシック音楽”をテーマとする商品を開発し、会場で販売する「ハチプオンプ」を出展。2016

年度は、仙台市市民文化事業団との協働を深め、「仙台国際音楽コンクール」(5-6 月）への公式グッズ提案

が通り、宮城県初の視覚障害の方たちの事業所と「触って感じる名言ノート」を開発・納品。また、6 月末

には仙台フィルハーモニーの有志との音楽と絵画を楽しむワークショップを経て、「仙台クラシックフェス

ティバル 2016」（10月）に新しい商品を出店する。マーケティング・開発・販売・振り返りまでのプロセス

を実践型の研修を実施中。 

Heart & Arts プログラム助成（損害保険ジャパン日本興亜株式会社） 

▼成果・課題：仙台におけるふたつの催事販売のほか、12 月にはトヨタ自動車本社（東京）のロビーコンサ

ートに招待出品。音楽系商品のポップアップショップとして、販売実施。福祉施設のみで商品を企画して開

発を行っていくことには人的にも限界がある。音楽イベントに販売先を絞り、商品を開発し販売し検証する

勉強会やワークショップを行うことで、各団体でネットワークが生まれ、専門家とつながり商品の完成度を

上げることができた。 

 

● 仙台市市民協働提案事業助成「ともにつくる、実験場。SHIRO Lab.仙台八木山動物公園編」 

障害のある人や社会福祉施設との商品開発に取り組み、その成果を障害

のある人たちの工賃向上につなげるためのもの。仙台市市民協働推進課

/産業振興課/障害者支援課とのプロジェクトで仙臺四郎を育んだ仙台か

らこのプロジェクトを発信する。 

2 日間集中的にデザイン制作に取り組む「48 時間デザインマラソン」を

仙台市八木山動物公園で実施。仙台市域に暮らす障害のある人と地元ク

リエイターが、仙台市八木山動物公園におけるお土産づくりをねらいと

した商品開発に取り組み、アイデアを提案するまでをワークショップとして行う。 

ここで検討されるアイデアは、障害のある人の著作物を商品のデザインに活かす場合、障害のある人がもっ

ている感性や特性を商品のアイデアに活かす場合、障害のある人が利用する社会福祉施設の資源（人材・道

具・生産能力等）を商品開発に活かす場合、以上の 3つを想定している。 

ワークショップでは３点のアイデアを採択し、チームにデザイン費と試作費を提供、その後、3 カ月かけて

試作された商品を、動物園と主催者が調整する催事等で販売し、成果と課題とを分析。これにより、障害の

ある人たちの工賃向上に貢献する商品としてのモデル事業化をめざす。 

平成 28 年度 仙台市市民協働事業提案制度（仙台市市民協働推進課/産業振興課/障害者支援課） 

▼成果・課題：デザイナーの参加者集めに苦戦することが予想されたため、産業振興課と協働しながらデザ

イナーが集まる会議やイベントに参加し参加者を募る。結果、障害のある人個人 3 名と福祉事業所 4 団体

（障害のある人 13名＋職員 6名）、デザイナー12名（一般 8名、学生 4名）、合計 34名が参加。 
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・48 時間デザインマラソンを行うことで、凝縮した時間の中で相互理解を深め、新しい商品アイデアが生ま

れた。商品開発においては、福祉施設や障害のある人とデザイナーとが、環境の違いや立場の違いなどを感

じ、難しい点もあったが、実践を通し互いに理解を深めること、商品力が上がり売上につながることの第一

歩を示すことができた。 

・動物公園でポップアップショップ、パルコ仙台店で期間限定ショップＺＯＯＭＯＲＡ開催（３月）。 

・平成 28 年度の事業を行った上での課題は、デザイナーの発掘や協働における価値観の共有化、デザイナ

ーや関係する人材の育成、販売先の確保の明確化があげられた。 

 

●宮城県・山元町におけるＮＰＯ法人ポラリスとの連携 

・震災後に復旧する JR 常磐線山下駅前に長さ 35メートルの壁画制作、完了。12 月 4 日に完成を祝うセレモ

ニー開催。地域の神楽、おけさ、太鼓、フラダンス、仙台市の障害児者のパフォーマンスグループ、クロス

ロードアーツ（豪）が集まり、ＮＰＯ法人ポラリスのメンバーが協働した。 

・山元町の歴史と文化財をテーマにした勉強会とブックレット制作を提案。ＮＰＯ法人ポラリスより制作を

受託（ファイザー製薬のシニア世代のためのこころとからだのヘルスケア事業、2017 年 1 月～12月） 

 

●福島県・郡山市におけるＮＰＯ法人しんせいとの連携 

・冬季のお菓子「ぽるぼろん」好調。夏季のお菓子で「ふくふく」開発中。ＡＡＪはパッケージ、ストーリ

ーづくりなどの制作関係を受託（ＡＡＲ助成、ファンドレイジング協会） 

・ケアする人のケア＠福島（一般財団法人たんぽぽの家主催）の人材仲介、広報、当日運営をサポート。 

 

（５）厚生労働省「障害者の芸術活動支援モデル事業＠宮城」（平成 28 年度=2016 年度補助事業） 

期間：2016 年５月～2017 年３月 

実施場所：宮城県内各所 

現地事務局： ＮＰＯ法人エイブル・アート・ジャパン東北事務局 

 

（１）障害者芸術活動支援センター＠宮城の設置 

①相談窓口の設置（通年）と相談業務研究会 

②人材育成のための研修：（ア）著作権等の権利保護に関する研修

（イ）障害のある人への美術活動の支援③方法に関する研修 

④関係者のネットワークづくり 

⑤参加型展示会の開催：石巻市（宮城県第２の都市/人口 16万人）

と仙台市（県庁所在地/政令指定都市/人口 100 万人）を予定。 

（２）協力委員会の設置 

・福祉・芸術文化・教育・NPO の支援機関等の分野から 14 人の協力

委員を設置。 

・協力委員会は年間２回開催。事業の立案・運営・広報と事業の評

価を実施。 

（３）地域の作品・作家の調査・発掘、評価、発信 

・東北６県の福祉事業所や地域のアトリエなどで障害のある人の芸術活動の支援を行っている人たちを調

査員として、各県ごとの作品・作家の調査活動を行う。調査手法の確立においては、美術館の学芸員らと

NEW 

NEW 
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連携する。 

▼成果・課題：宮城県内の芸術文化活動の実態調査を、宮城県障害福祉課、仙台市障害者自立支援課、宮城県

教育庁、仙台市教育局と連携実施。分析作業に東北工業大学教員、女子美術大学教員が参加。調査・発掘によ

り最終的に 22人の作家のデータベースを作成した。 

・参加型展示会は、栗原市・石巻市・山元町で開催中。各地でメディア露出度が増えて、行政・社会福祉・美

術・デザイン関係者の横軸もようやくつながりはじめ、表現活動をはじめたい人や施設からの相談が増えてき

た。宮城県全県の広域のニーズをカバーするためには、各地域のキーパーソンとの連携が必要になる。 

・仙台市での展示会では、行政や NPO など県下の大きなセクターの関係者も多く来場し、事業の内容や成果を

知っていただいた。活動が一過性なものではなく継続的に行われているという流れを伝えることができた。 

・学校卒業後に芸術文化にかかわる機会はまだまだ少ない。厚労省のポストモデル事業と併せ、2018 年度以

降の自立運営へのシフトが課題である。 

 

（６）東北その他 etc. 

●東北６県障害者アート公募展「Art to You!」への協力 

2015 年度に引き続き、東北６県の福祉事業所や地域のアトリエなどで障害者の芸術活動の支援を行う人た

ちと民間企業の有志で立ち上げた実行委員会により、平成 28 年７月 22 日～24 日に障害者アートの公募展

「Art to You!」を開催した（当法人も実行委員会の構成団体）。これらのネットワークを活用して、地域に

ねむる障害のある人の作品や状況を調査・発掘して活躍の場へとつなげるサイクルを、宮城・東北に根付か

せる。 

 

 ●多賀城市「東大寺展」開催におけるビッグ幡の展示支援 

▼成果・課題：東日本大震災の際、奈良市と多賀城市が姉妹都市であることから、東大寺が多賀城市の支援

に入りふたつの都市は友好関係にある。2017 年 3月に多賀城市で「東大寺展」が開催されるのにあわせ、奈

良県障害者芸術祭で制作展示されたビッグ幡を展示したいと連絡をいただき、そのつなぎ支援を実施した。

地元多賀城の福祉施設「さくらんぼ」のメンバーが、仕事のなかった時期に描いた絵がプリントされており、

その物語も含めて展示された。 

 

（７）福祉をかえる「アート化」セミナー＠愛媛 

▼2016 年 10 月 5 日（水）・10 月 6 日（木）愛媛県立美術館 講堂で開

催。春に打診があり、地元の団体調査を行い、地域から２事例と全国の

実践者（新興団体２事例、老舗３事例）を紹介。この成果として、愛媛

県が主催する公募展への応募が倍増（７１点から１８６点）し、地域の

方が中心となって新たなNPOも立ち上がり活動を推進していくこととな

った。愛媛県ならびに地域の関係者のエンパワーメントを含めて活動し

ている。 

 

７．調査研究事業 2016 年度はなし。 

 

８．出版事業 2016 年度はなし。既存の書籍は販売する。 

 

NEW 

NEW 
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９．助成事業 

● 第 18 回 エイブル・アート・アワード 

スポンサー：花王ハートポケット倶楽部・花王株式会社、世田谷美術館さ

くら祭実行委員会、松田油絵具株式会社、ターナー色彩株式会社、株式会

社フェリシモほか 

● 画材支援の部 

作家も画材を選択しこだわりをもつようになりつつある。提供される画材

（油絵の具・アクリル絵の具）と使用している画材とがミスマッチにならないような調整を行う。松田絵具

賞、ターナー色彩賞の２部門からなる。 

● 展覧会支援の部 

展覧会支援の会期：2016 年 12 月 

会場協力：ガレリア・グラフィカ（ギャラリー名：ガレリア・グラフィ

カ bis） 

「展覧会支援の部」：大賞は銀座グラフィカでの個展の支援。全国で公

募事業が増えてきたここ数年、応募者が減少傾向にあるため、特典とし

て富士ゼロックスへの巡回、アートフェアへの出店などの実績も示し、応募者の総数を増やしていく。 

● 小さなアトリエ支援の部 

 2015 年度より新設した部門、2 年目を継続する。アパレルメーカーのフェリシモとエイブルアート・カン

パニーとの提携により、服 1 着購入で 200 円が積み立てられる「UNICOLART 基金」が役立てられる。「障害

のある人もない人もともに活動するアトリエ支援を通じてエイブルアート・カンパニー登録作家のような次

世代のアーティスト育成につなげてほしい」という主旨にそって基金の運用を行う。 

 

▼成果・課題： 

（１）「画材支援の部」  

マツダ賞 ：糸数啓邦さん（沖縄県沖縄市）、NPO 法人ヒーライトねっと（東京都江戸川区）、ターナー色彩賞

【個人】森大生さん（兵庫県神戸市）、大本悠嵩さん（広島県尾道市）、ターナー色彩賞【団体】 アートワー

クス大村（長崎県大村市）、佐世保美術研究所（長崎県佐世保市） 

（２）「展覧会支援の部」 

中村真由美さん（奈良県奈良市） 

展覧会：2016 年 12 月 19 日(月) ～ 24 日(土)（6日間） 会場：ガレリア・グラフィカ bis 

2016 年度の大賞である中村真由美さんは審査員満場一致、展示コーディネートに国立新美術館の真住貴子

研究員。3 月の 3331 アートフェアに出展のほか、横浜市民ギャラリーあざみ出展。2015 年度より審査員を

一新。応募者は決して多くないが、骨太の作家が選出される傾向にあり、2015 年度の大賞である溝上強さん

が「みんな北斎」大賞を受賞。 

（３）「小さなアトリエ支援の部」 

アーピカル☆絵画教室（大阪府大阪市） 

受賞後のコメント（抜粋）：応募の段階で、アーピカル☆の現状やこれか

らの展望、大切にしたいあり方を整理することができました。そして賞を

いただけたことで、これまでの活動に自信を持つことができ、アーピカル

☆の結束力と将来に向けての意欲が高まりました。（中略）一番の想いは、
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アーピカル☆が、これからも 10 年、20年とあり続けることです。また、（障害のある・なしに関わらず）誰

もが心を開きのびのびと表現を楽しめる場が、アーピカル☆だけでなくたくさん増えていき、皆が身近で自

分に合った好きな場所に通えるようになるといいなと思っています。 

 

10．その他目的を達成するために必要な事業 

 

（１）ボランティア・インターンの受け入れ、事務局サポーターの設定 

● ボランティア・インターンを積極的に受入れ、事業の参画者をふやしていく。 

● 事務局サポーターを設定し、会員管理、データベース打ち込み、広報作業等を支援していただく。 

● 会員および寄付のキャンペーンとして、ツアーやパーティなどを実施する。 

▼成果・課題：福祉系、美術系、社会学系の大学生のボランティア問い合わせが増えている。年間を通じて

活動する人をインターンとして位置づけ、各種イベントの支援やフェイスブック等でのレポート記載をして

いただいた。なお、社会人のプロボノ系ボランティアは会員管理および広報発信で事務局サポートを継続し

ている。 

 

（２）Good Job！プロジェクトの協働 

Good Job！センターが 2016 年夏に奈良・香芝市に開設された。Good Job! Exhibition は４年目、Good Job! 

Award は２年目となった。 

主催：一般財団法人たんぽぽの家、共催：ＮＰＯ法人エイブル・アート・ジャパン、ＮＰＯ法人まる 

▼成果・課題：2016 年度 Good Job! Award/Exhibition 

2017 年 2月 24 日（金）～26日（日）Good Job! Exhibition 開催(渋谷ヒカリエ 8F 8/COURT) 

2017 年 2月 26 日（日）Good Job! Award 最終審査会 （渋谷ヒカリエ 8F 8/COURT） 

エイブル・アート・ジャパンは代表理事・柴崎由美子が Good Job! Award 審査員として参 

加。他、広報協力及び当日運営を行った。 

 

（３）Good Will ネットワーク 

 2016 年 4月 14 日に発生した熊本地震、それに引き続く地震活動で被災した、障害のある人たちや子ど

もたちをはじめとする社会的に弱い立場にある人たちの支援活動を行うために、全国各地の福祉団体と協

働し、「Good Will ネットワーク」を設立。｢何かしたい｣「応援したい」「ほっておけない」という思いを

もつ全国の仲間たちと、ゆるやかにネットワークを構築するとともに、阪神・淡路大震災や東日本大震災

での経験等を生かし、支援の輪を広げる。 

▼成果・課題：①東北のリーダーによる熊本訪問と情報交流・ニーズ調査(５人)、②熊本のリーダーによ

る東北訪問と情報交流・現地報告(３人)、③仕組みやプロジェクト（智恵、課題解決のためのアイデア）

の共有・実践、④未来の防災・コミュニティづくりへの提言を社会的に発信した（ＦＢやウェブ）。東北

のリーダーは NPO 法人ポラリス（宮城県山元町）、NPO 法人しんせい（福島県郡山市）など（日本財団助

成）。 

 

 

 


